
 

 

スズキ、ＭｏｔｏＧＰの２０１７年シーズン参戦体制を発表 

 

 

 

 

 

スズキ株式会社は、１月２９日にマレーシアのセパン・インターナショナル・サーキットにおいて、二輪車

レースの最高峰「FIM※ロードレース世界選手権（ＭｏｔｏＧＰ）」のＭｏｔｏＧＰクラスに参戦する、チームスズキ

エクスター（Ｔｅａｍ ＳＵＺＵＫＩ ＥＣＳＴＡＲ）の２０１７年シーズンへの参戦体制を発表した。 

※ＦＩＭ（国際モーターサイクリズム連盟） 

 

チームスズキエクスターは、並列４気筒エンジン搭載の参戦車両「ＧＳＸ‐ＲＲ(ジーエスエックス・ダブル

アール)」の高いコーナリング性能を維持したまま、加速力をより一層高めた。昨年ＭｏｔｏＧＰクラスで  

年間９位のアンドレア・イアンノーネ選手（イタリア）と、Ｍｏｔｏ２クラスからステップアップしたアレックス・  

リンス選手（スペイン）の新ライダー２名で参戦する。 

 

２０１５年シーズンよりＭｏｔｏＧＰに参戦しているチームスズキエクスターは、昨年の２０１６年シーズン

では全１８戦中、優勝１回、３位３回の戦績を残した。２０１７年シーズンは、３月２６日の初戦カタールＧＰ

を皮切りに、１１月１２日の最終戦バレンシアＧＰまで、日本（１０月１５日）を含む世界１４カ国で計１８戦

開催される。 

スズキは、昨年の成績を上回り、表彰台を常に目指してマシン開発を強化していくとともに、商品  

へのフィードバックを行うことで、より魅力的な商品の開発を進め、ブランドイメージの向上を図る。 

  

２０１６年１月３０日 

＃４２ アレックス・リンス選手 ＃２９ アンドレア・イアンノーネ選手 



●ＧＳＸ‐ＲＲ 車両諸元 

「ＧＳＸ‐ＲＲ」は、扱いやすく力強いエンジン特性、燃費性能、耐久性を高い次元で実現する並列4気筒

エンジンを搭載。車体は運動性能と空力性能の両面より、車幅を抑えたレイアウトとし、車体剛性、重量

バランスの最適化を図っている。 

２０１７年シーズンに向けては、高いコーナリング性能を維持したまま、加速力をより一層高めるべく、  

エンジン特性の見直し、電子制御のマッチング、車両寸法の変更を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全長×全幅×全高 ２，０９６ｍｍ×７２０ｍｍ×１，１４０ｍｍ 

ホイールベース １，４５７ｍｍ 

車両重量 １５７ｋｇ以上 

エンジン形式 水冷４サイクル並列４気筒ＤＯＨＣ４バルブ 

排気量 １，０００ｃｍ３ 

最高出力 １７６ｋＷ（２４０ＰＳ）以上 

最高速 ３３０ｋｍ／ｈ以上 

ギヤボックス ６速（シームレスシステム） 

フレーム形式 アルミツインスパー 

タイヤ（フロント／リヤ） １７インチ／１７インチ 

フロントサスペンション オーリンズ製 倒立フォーク 

リヤサスペンション オーリンズ製 

ブレーキ（フロント／リヤ） ブレンボ製 カーボンディスク/スチールディスク 

 

 

●チームスズキエクスター（Ｔｅａｍ ＳＵＺＵＫＩ ＥＣＳＴＡＲ）チーム体制 

ライダープロフィール 

＃２９ アンドレア・イアンノーネ選手 

Ａｎｄｒｅａ Ｉａｎｎｏｎｅ 

＃４２ アレックス・リンス選手 

Ａｌｅｘ Ｒｉｎｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出身国  イタリア 

年齢  ２７歳（１９８９年８月９日） 

戦績  ２０１４年ＭｏｔｏＧＰクラス年間１０位 

２０１５年ＭｏｔｏＧＰクラス年間 ５位 

２０１６年ＭｏｔｏＧＰクラス年間 ９位 

出身国  スペイン 

年齢  ２１歳（１９９５年１２月８日） 

戦績  ２０１４年Ｍｏｔｏ３クラス年間３位 

２０１５年Ｍｏｔｏ２クラス年間２位 

２０１６年Ｍｏｔｏ２クラス年間３位 

＃４２ アレックス・リンス ＃２９ アンドレア・イアンノーネ 



 

チームディレクター・マネージャー 

・チームディレクター 

寺田 覚 

Ｓａｔｏｒｕ Ｔｅｒａｄａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・チームマネージャー 

ダビデ・ブリビオ 

Ｄａｖｉｄｅ Ｂｒｉｖｉｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テクニカルマネージャー 

河内 健 

Ｋｅｎ Ｋａｗａｕｃｈｉ 


